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序
トマス・ハーディー (Thomas Hardy, 18401928) の最後の小説 Jude the
Obscure (1895) は, 最初1894年12月から1895年11月まで Harper’s New
Monthly Magazine で連載小説として出版され, 1895年11月に完全な小説とし
て出版された作品である。ハーディーは, Jude the Obscure において, 作中
人物の自然が社会の型, 掟と必ずしも調和しないことを示している。すなわ
ち, ハーディーは作品の中で, ヴィクトリア朝時代の社会のありようと禁じ
られた自然との関わり合いを描き出すことにより, 社会と調和できず, 翻弄
される人間の姿を描き出している。
Jude the Obscure において, その存在感によりひときわ目を引く人物がい
る。それは, 主人公ジュード・フォーリー ( Jude Fawley) の従妹スー・ブ
ライドヘッド (Sue Bridehead) である。スーは, 時代に先んじた自由思想の
持ち主で, 精神の自由を守り通そうとする女性である。彼女はまた, 大学や
教育, 結婚制度にまつわる幻影を無価値と決めつける「新しい女｣ (New
Woman) である。ハーディーは, 1895年８月12日にフローレンス・ヘニカー
(Florence Henniker) への手紙に「不思議なことだが, 私は今まで書いたど
の物語よりもスーの物語に興味がある。スーは常に私にとって魅力的であっ
たタイプの女性であるが, そういったタイプの女性を描くことが難しく, 今
まで私はその試みを行うことができなかった」と書いている。このことから,
Jude the Obscure に至りハーディーは, 自身にとって魅力的であるが描くこ
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とが難しいタイプの女性をようやく描き出したと言える。スーは, キャスリ
ン・ブレイク (Kathleen Blake) が Jude the Obscureを「性と新しい女の小説」
と分類する批評家もいる, と説明しているように (Blake 82), ヴィクトリ
ア朝時代において進歩的な考えの持ち主であり, 社会の価値観に疑問を投げ
かける女性である｡1 このようなスーに主人公であるジュードは翻弄されて
しまうが, 彼は時代と女性の犠牲者と言ってもいい人物である。なぜならば,
ジュードは階級の壁に阻まれるだけでなく, スーの結婚に関する考え方にも
翻弄されるからである。現在に至るまで犠牲者としてのジュードを論じた批
評家は多いが, ジュードがスーに翻弄される原因は何か, また, スーの結婚
に関する考えがいかに変化し, その影響がいかにジュードに及ぶかについて
詳述している批評家はいないように思われる。本論文では, ジュードの人生
を初期的段階から考察することにより, 新しい女であるスーにいかにジュー
ドが翻弄されるかについて述べてみたい。
1．ジュードとクライストミンスター
作品において, ジュードは導かれるようにしてスーと出会うが, そのきっ
かけを作った人物としてフィロットソン (Phillotson) がいることを見落とし
てはならない。フィロットソンは, ジュードがクライストミンスターへ行く
動機に関係のある人物であるからだ。フィロットソンは, クライストミンス
ターへ行く理由をジュードに次のように語る。
‘Well―don’t speak of this everywhere. You know what a university is,
and a university degree? It is the necessary hallmark of a man who wants
to do anything in teaching. My scheme, or dream, is to be a university
graduate, and then to be ordained. By going to live at Christminster, or near
it, I shall be at headquarters, so to speak, and if my scheme is practicable at
all, I consider that being on the spot will afford me a better chance of carry-
ing it out than I should have elsewhere !’ (4)
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「そうだね こんなことは, 他所で話しちゃいけないよ。お前は,
大学や学位ってどんなものだか知ってるね？ それは立派に人を教えよ
うとするものにとって, 大事な証明なんだよ。先生の計画は あるい
は夢といった方がいいかも知れんがね 大学を卒業して, それから聖
職に就くことなんだ。クライストミンスターか, どこかその近くに住ん
でいれば, いわば本拠にいることになるわけだからね。そうすれば, 先
生の計画が少しでも実行できるものなら, クライストミンスターにいる
ということは, ほかのどこにいるよりもいい機会があると考えたからだ
よ｡」
引用において, フィロットソンは自身の大学を卒業して司祭になるという
夢を悟るだけでなく, 夢に近づくには, クライストミンスターかその周辺に
住むことが有利であることをジュードに語っている。クライストミンスター
のモデルはオックスフォード (Oxford) であるが (McGrath 650), ジュード
はフィロットソンが語っていた言葉に影響を受け, クライストミンスターに
憧れる。ジュードの憧れは, クライストミンスターについて人から聞いて知
っているという荷馬車の御者の話によりさらに強くなる。荷馬車の御者はク
ライストミンスターについて「あそこの暮らしはそりゃ一段上だ。別にうら
やましいとは思わねえが, 一段上であることを否定できないよ。おいらはこ
の山の上で体は高いというわけだが, あそこじゃ心が高いというわけだ。な
んせ, 気高い連中にゃちがいねえ｣ (19) と言う。御者の言葉を聞いたジュ
ードは, クライストミンスターのことを「光明の市｣,「あそこは知恵の樹が
茂っている｣,「学識と宗教がたむろする城と呼んでもいい所｣ (20) と感じ,
「あそこならこの僕にふさわしかろう｣ (20) と思う。クライストミンスタ
ーに近づくべく独学でラテン語とギリシア語の勉強をしたいと思ったジュー
ドは, フィロットソンに古本を送ってもらうべく手紙を書くが, 届けられた
本を見て愕然とする。ジュードはラテン語もギリシア語も単語は一つ一つし
らみつぶしに暗記していかなければならず, それにはこつこつ数年間の犠牲
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を払わなければならないということを悟り, 惨めな気持ちになる。さらにラ
テン語とギリシア語の習得がいかに難しいかを悟ったジュードは, ゆく手に
待ち構えてくれると思ってきた魅力を「イスラエルの民がエジプトでなめた
あの労苦に劣らぬ苦役｣ (‘a labour like that of Israel in Egypt’) (25) と感じ
る。このたとえは, 出エジプト記に基づいている。エジプトの王が, イスラ
エル人が多く強すぎることを不安に感じたがゆえに, エジプト人は彼らの上
に監督を置き, 重い労役をもって彼らを苦しめた。しかし, イスラエルの人々
が苦しめられるにしたがっていよいよ増えるので, 彼らはイスラエルの人々
に恐れを抱くようになる。エジプト人は, イスラエルの人々を酷使し, つら
い務めをもってその生活を苦しめる。すなわち, しっくいこね, れんが作り,
および田畑のあらゆる務めに当たらせたが, その全ての労役は過酷なもので
あった (Exodus 1 : 814)。
ハーディーがここでジュードの感情を出エジプト記のイスラエルの民と関
連づけて表現していることは, 階級という観点から重要である。なぜならば,
イスラエルの民は, 長い間エジプトで奴隷になっていたが, このことは, ジ
ュードが階級制の中で, 労働者階級にいることと関係があると考えられ, 教
育的機会を与えられていないジュードがラテン語とギリシア語を習得するこ
とは, 大変な苦役と考えられるからだ。ジュードは, メアリーグリーン
(Marygreen) でパン屋の配達小僧をした後, アルフレッドストン
(Alfredston) でそこに住んでいる石工に労務を捧げてわずかばかりの賃金を
受け取ることにする。ここでジュードは, 石灰石加工法の初歩を覚える機会
を持つ。それからしばらくして彼は教会建築士の許に行き, 建築士の指導を
受けつつ, 近在７, ８ヵ所の村教会の荒れはてた石造りを修繕するのに重宝
がられるようになる。このような仕事をしているうちに20歳になったジュー
ドは, 本を手に入れることが困難であることから, 独学で勉強をすることの
困難さを感じ, どうしてもクライストミンスターへ定住することに全力をつ
くさなければならないと考える｡2 金を貯めればいくつかの大学のうち一校
くらい門戸を開いてくれると考えたジュードは, 神学博士や主教になる夢を
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持つに至る。しかし, ジュードは表面的なものしか見ていないので, あくま
でもクライストミンスターは彼にとってロマンチックな理想である。
最初イギリスの大学は, 聖職者を養成する学校であった。中世においては,
学問は九分九厘まで，聖職者に限られていたからだ。17, 18, 19世紀を通じ
て大学で与えられたのは「紳士の教育」であり, その「紳士の教育」を与え
る代表とも言うべき大学がオックスフォード大学であった。金持ちの親や成
功した実業家たちは, 息子をオックスフォード大学に入れて,「紳士」に仕
立て上げようとした。しかしながら, 孤児で労働者階級で金持ちでないジュ
ードにとって, このような大学に入ることは至難のわざと言っていい。すな
わち, オックスフォードをモデルとした大学都市クライストミンスターは,
常にジュードの手の届かないところにあるのだ (Carter & MacRoe 312)。ロ
バート・リー (Robert Lee) は, 19世紀のダラム (Durham) の教区の聖職者
と学歴について調査している。彼によると, 19世紀が進むにつれ, 聖職者の
養成学校, そしてダラム大学は, しだいに福音主義と結びついていったらし
い。もっと重要なことは, これらの教育機関がオックスフォードとケンブリ
ッジがもっぱら聖職者の教育にあたっていた状態を打破し, 新しく中産階級
と労働者階級の聖職受任候補者が流入するルートとなったことだ。1881年に
おいていまだにイギリスの聖職者の支配的源泉であったにもかかわらず, 古
い大学は50年の間に独占状態から３分の２以下のシェアを占めるまでになっ
た。同時期, 神学校はゼロといってもいい状態から全ての聖職受任候補者の
25パーセントまでシェアを伸ばした。ダラムの教区において変化は顕著であ
った。1810年から1830年までに任命された93パーセントは, オックスブリッ
ジ出身者かオックスブリッジ出身者ではないが, 読み書きができ教養のある
人であった。20世紀に至るまでには, ダラムの聖職受任候補者の32パーセン
トのみがオックスブリッジ卒業者, 42パーセントがダラム大学出身者, 18パ
ーセントが神学校で教育を受けた人たちであった (Lee 17071)｡3 このこと
から, ダラムにおいて, オックスブリッジによる独占状態が徐々に緩和され
ていったことが解る。しかし, 長年にわたり, オックスフォードとケンブリ
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ッジの卒業生の圧倒的な割合が英国国教会の聖職者に就任していたことは事
実である。例えば, 1851年のオックスフォードでは, 19人の学寮長のうち18
人まで, また542人のフェローのうち349人までが聖職者であり, 215人の学
生がその年のうちに聖職に任命されている (Pool 123)。第１部第３章で馬
車引きはジュードにクライストミンスターのことを,「お前さんも知ってい
るだろうが, あそこじゃ, 苗床でハツカダイコンでも育てるみたいに牧師を
育てるのさ。役立たずの木偶の坊のつまらない色気を断ち切って, しかつめ
らしい説教師を仕立てるのに 何年かかるんだったかな, ボブ ５年は
かかるね。それでもやつらはできるかぎりやるのさ。職人みたいに手際よく
片付けて, 黒いチョッキ, それに牧師さんの襟と帽子を身に着けた陰気な顔
の野郎に仕立て上げるんだ｣ (1819) と説明している。ジュードの場合オッ
クスフォードをモデルとしたクライストミンスターに理想を見出していたが
ゆえに, やはり大学は労働者階級にいる彼にとって手の届かないところにあ
る。この現実は, ジュードの生涯ずっとつきまとい, 彼を翻弄するが, クラ
イストミンスターに対する夢想がなければジュードがスーに出会うこともな
いことから, クライストミンスターへの夢想は彼にとって大きな動因である
だけでなく, 運命を左右する要素なのである。
2．ジュードとアラベラ
ジュードがクライストミンスターへの夢想を持ち続け, 未来について思い
描いていたとき, 彼の前に現れるのがアラベラ・ドン (Arabella Donn) であ
る。彼女はクライストミンスターへ行こうと考えているジュードを妨害する
女性と言っていい。初対面でジュードは彼女に魅せられてしまい, 几帳面に
表を作っていた読書, 労働, 勉学の計画も彼の意志にかかわらず崩れ落ち,
隅に追いやられる。日曜日の午後, ジュードはギリシア語聖書の復習という
目的のために空けておくことに決めていたが, アラベラと会うため, 計画を
変更する。ハーディーは, ジュードに働く力を「異常なたくましい腕で有無
を言わさずつかまえられたような, まるで物質的な力｣ (38),「これまで彼
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を動かしてきた精神とか感化力とかいうものとは何の共通点もない力｣ (38
39) と表現している。すなわち, ジュードは, アラベラの性的魅力に抗し難
いまでに引きつけられ, 理性で自身をコントロールできない状態となる。ハ
ーディーは, 日曜日にアラベラと会い, 抱擁しキスした後のジュードの状態
を次のように描写している。
He walked as if he felt himself to be another man from the Jude of yester-
day. What were his books to him, what were his intentions, hitherto ad-
hered to so strictly, as to not wasting a single minute of time day by day?
‘Wasting’, it depended on your point of view to define that : he was just liv-
ing for the first time : not wasting life. It was better to love a woman than
to be a graduate, or a parson ; ay, or a pope. (43)
昨日のジュードとは別の人間になったような気分で彼は歩いていた。
書物が一体何だというのだろう？ これまで毎日一瞬間も無駄にしない
ように, あれほど厳格に守ってきた志が一体何だというのだろう？「無
駄にする！」無駄にするかしないかは見地の如何で決まるのだ。自分は
今はじめて生きがいを味わい出したところだ。生を無駄にしているのじ
ゃない。大学卒業生になるよりも, 牧師になるよりも, いや, 法王にな
るよりも, 女を愛するのはすばらしいことだ！
引用は, ジュードが完全にアラベラに影響され, 未来の計画を変更しても
いいと思うほど本能的になっている状態を表している。マイケル・ミルゲイ
ト (Michael Millgate) は, ジュードの名前をイスカリオテのユダとの連想,
裏切りのテーマにおいて考えられる可能性を指摘し,「ジュードのもっとも
深刻な裏切りは, 自身の夢についての裏切りである。なぜなら, ジュードは
教育の追及や自身の向上をアラベラの性的魅力との最初の接触で捨て去るか
らである」と述べている (Millgate 528)｡4 ミルゲイトが指摘しているように,
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ジュードはイスカリオテのユダを連想させる側面を持っている。なぜなら,
彼はアラベラの性的魅力に負け, ギリシア語の新約聖書を読むことを止める
からである。いわば, 彼はキリストを裏切っていると言っていい。このよう
なジュードは, 本能に支配され, 何度もアラベラと会うようになるが, 身重
になったと言われて, 責任上結婚することになる。ジュードは, アラベラに
「６ヵ月前に, いや３ヵ月前にだって, ぼくは結婚するなんて夢にも思って
いなかった。結婚したら僕の計画は完全にこわれてしまうからね 君と知
り合いになる前に立てた計画なんだけれど。しかし, 今となってみりゃ計画
なんてどうでもいいや, いろんなことの夢想なんだけれど。結婚しよう, そ
うするより他ない！｣ (51) と言う。彼の言葉は, アラベラに対する責任の
ため, 彼が夢をあきらめざるをえないという気持ちを表している。
ジュードは責任をとってアラベラと結婚するが, やがてアラベラが妊娠し
ていず, 嘘をついていたことが判明する。アラベラと結婚した理由を失った
ジュードは結婚について後悔し,「あのような境遇におかれては, 世間の通
念が力を持っている限り, 結婚しないでおくということはできなかった。し
かし, 世間の通念なんてものがどうして力を持つようになったのだろう｣
(56) と考える。ジュードは世間の通念や社会の習慣に疑問を持つが, 結婚
してしまったがゆえに, 自身の夢をあきらめざるをえなくなる。第１巻第10
章でジュードはアラベラと共に飼い太らせた豚を殺すことになる。アラベラ
は肉の色をよく見せるため,「肉から血を充分出させなきゃだめなの。それ
には死ぬ時間を引きのばすようにしなきゃだめなのよ｣ (58) と言う。この
箇所で注目すべきことは, 豚がアラベラと結婚したジュードを象徴している
かのようであることだ。アラベラと結婚してしまったジュードは, いわば時
間をかけて殺される豚と言ってもいい。後にジュードは, アラベラとけんか
別れをし, クライストミンスターに出るが, 彼女と結婚した事実はその後も
残り, 彼の人生を翻弄することとなる。
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3．ジュードとスー
ハーディーによってディック・ウィッティントン (Dick Whittington, 1358
1423) にたとえられるジュードは, あこがれの的であったクライストミンス
ターに住むようになるが, 彼は労働者階級の自分と大学の中で勉強だけして
仕事をしないでいい同時代の青年たちとの間に壁を感じる。その壁とは, 階
級の壁である。彼はあこがれの対象から自分がいかに遠く離れているかとい
うことを感じる。おりしもジュードはスーと知り合い, フィロットソンが大
学に入るという計画に失敗したことを知る。ジュードはスーがいなくなった
後の自分がいかに意気消沈するかを考え, スーを引きとめるため, 彼女のた
めフィロットソンに頼み, 学校の助教にしてもらう。しかし, 彼の行動は彼
自身を苦しめる結果となる。なぜなら, 彼自身がひそかに期待していたスー
との関係にフィロットソンが介入することになったからである。スーを失え
ば, 長い間自分に課してきた緊張の反動が悲惨な影響を及ぼすのではないか
と考えているとき, ジュードはある学長あてに書いた依頼状の返事を受けと
る。それには次のように書いてある。
‘BIBLIOLL COLLEGE.
‘Sir : I have read your letter with interest ; and, judging from your descrip-
tion of yourself as a working-man, I venture to think that you will have a
much better chance of success in life by remaining in your own sphere and
sticking to your trade than by adopting any other course. That, therefore, is
what I advise you to do. Yours
T. TETUPHENAY.’
‘To Mr. J. FAWLEY, Stone-mason.’ (110)
ビブリオル・カレッジ
前略, お手紙興味深く拝見しました。あなた自身職人だと言っておら
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れるところから判断しますと, あえて申し上げるならば, あなた自身の
境界にとどまり従来の職を守られる方が, 他の方針を採られるよりも,
成功の機会ははるかに多いだろうと存じます。この段御忠告申し上げま
す。草々
Ｔ．ティータッフェネイ
石工Ｊ・フォーレイ殿
この返事は, 自身が奨学金獲得資格からほど遠いと考えていたジュードに
大打撃を与える。なぜならば, 学長の手紙は, 階級の違いにより夢をあきら
めた方が賢明である, というジュードが恐れていた結論を示しているからで
ある。ビブリオル・カレッジの門の前を通ったジュードは, 門脇の塀に「わ
たしもあなたがたと同様に悟りを持つ。わたしはあなたがたに劣らない。だ
れがこのようなことを知らないだろうか｣ ( Job 12 : 3) と書く。ジュードが
書く言葉は, 神が全能であることと, 悪を行わず正しく生きることが大切だ
と言うナアマ人ツォフォルに対しヨブが言う言葉である｡5 ヨブはこの言葉
の後,「わたしは神に呼ばわって聞かれた者であるのに, その友の物笑いと
なっている。正しく生き全き人は物笑いとなる｣ ( Job 12 : 14),「かすめ奪う
者の天幕は栄え, 神を怒らす者は安らかである｣ ( Job 12 : 6) と言う。ヨブ
はこの箇所で不条理なことに対し嘆きをもらしているが, 自身をヨブと重ね
合わせてジュードが書くヨブ記第12章第３節の言葉は, 階級の違いにより容
易に大学教育を受けられない自身の状態に対する憤りの表現である。
Jude the Obscure とヨブ記との関連について, ハロルド・ブルーム (Harold
Bloom) が「Jude the Obscure はハーディー版のヨブ記である」と述べている
一方で (Bloom 4), フィリップ・Ｍ・ワインスタイン (Philip M Weinstein)
は, ジュードがヨブでないと考える理由をジュードが汚れを知らない男でも
成功した男でもなく, 神とサタンとの間の契約で零落してしまうからである,
と述べている (Weinstein 134)。ワインスタインが述べているように, 確か
にジュードは汚れを知らない男でも成功した男でもないが, ハーディーがジ
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ュードにヨブ記について言及させていることは, 社会的コンテクストの中で,
志はあるのに容易に大学教育を受けられないという不条理に対する気持ちを
表現するためであると考えられる。すなわち, ジュードが最後にヨブのよう
に報われなくとも, 不条理を表現するという観点からヨブ記への言及は適切
なものであると考えられるのだ。
注目に値することは, ジュードがスーに翻弄される原因として, 労働者階
級であることや十分な金がないことから社会的成功が難しく, 女性に慰みを
見出そうとしたという心理が働いているということである。メルチェスター
(Melchester) 師範学校に入学したスーから寂しくてみじめな気持ちでいる
と伝える手紙がきたときも, ジュードは, メルチェスターへ来るようすすめ
たのはフィロットソンであるが, 彼の言うことを聞かなければよかったとい
う内容を読み, フィロットソンの求愛が必ずしも成功していないと感じ, 嬉
しくなり荷物をまとめてメルチェスターへ出かける。このことから，彼がス
ーの自身への気持ちに望みを見出し行動していることは明らかである。スー
が師範学校から逃げ出し, ジュードに会うことはブレイクが指摘しているよ
うに, 彼女の性的解放を表している一方で (Blake 93), 彼女の純粋な愛情
の表れでもある。なぜなら, スーはクライストミンスターのカレッジに入れ
てもらえなかったジュードが恨みに思っている気持ちを言うとき,「数々の
ああしたカレッジが創設された当時は, あなたのような人をこそ入れるため
のクライストミンスターだったのよ。お金も機会も縁故もないけれど学問へ
の情熱だけは持ち合わせている人を 。だけどあなたは大手を振って通る
百万長者の息子たちにはねとばされて, 舗道からはみ出してしまったんです
ものね｣ (144) と言うからである。彼女の言葉は, スーがジュードの階級と
現状を十分認識した上でジュードに会っていることを示している。しかしな
がら, スーはフィロットソンについて「あの人はわたしの尊敬し, また怖れ
ているこの世でただ一人の人なの｣ (148) と言い, フィロットソンと結婚し
てしまう。スーがフィロットソンと結婚した背景には助教として雇ってもら
ったことや進路についての決定に関わっていたという義理の心理が働いてい
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ると考えられるが, 結婚後スーは自身がフィロットソンを好きではなく, 結
婚生活を拷問であると感じる。そして彼女は, 結婚に対し束縛を感じ, 反感
を抱きフィロットソンと別居し, ジュードと一緒に暮らす意志をフィロット
ソンに伝える。しかし, スーが師範学校から退校処分になったとき, 一般の
女性の臆病さゆえに社会の因習を無視しようという主義を持ち続けられず,
婚約を破ってはならないと思ったことを見落としてはならない。すなわち,
スーは, 自由に生きたいという気持ちと社会の因習を無視してはならないと
いう気持ちの二者択一のジレンマにさらされているのだ。
フィロットソンから逃げ出したスーは, 結婚という形態そのものに疑問を
抱き始める。スーは, ジュードが結婚についてほのめかしたとき「鉄の契約
があなたのやさしさや私の愛情をなくしてしまわないかしらって, 今もやっ
ぱり心配なの｣ (249),「結婚すると品位がつくように思われたり, ときには
社会的な利益が得られるものだから結婚するだけなんだわ｣ (251) と言う。
彼女の言葉は, 彼女自身の不安を示している一方, 現実を直視して発せられ
た言葉である。しかし, 皮肉なことに, ジュードがスーと生活し, アラベラ
が彼とアラベラの間にできたと言う子供を引きとった後, ジュードとスーの
前に現実が立ちはだかる。バイルズ・アンド・ウィリス (Biles and Willis)
建築請負社に復興工事中の教会にある「十戒」(Ten Commandments) の銘
文を書き直す仕事を頼まれたジュードは, 彼とスーの関係をいぶかられ, 仕
事を奪われてしまう。上流階級らしい女性が言う言葉,「畏れ多い二つの銘
文を選りによって妙な男女に描かせることにしたものね！ バイルズ・アン
ド・ウィリス社がどうしてあんな連中を雇う気になったのかしら！｣ (290)
は, 社会通念上疑わしい二人が十戒の仕事に携わることなど許されることで
はないという世間の考え方を表している。
十戒とは, 神がシナイ (Sinai) 山においてモーセを通してイスラエル人に
与えた10項目の戒めであるが, これは人間が共同生活を維持し, 豊かになる
ために神によって与えられたものである。十戒の初めの四つの戒めは, 神に
対して人間が守るべきもの, 後の六つの戒めは, 人間に対してのものである。
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世間の人々がジュードとシューの関係を正しく把握していなかったとしても,
読者は, ジュードとスーがその経歴において「あなたは姦淫してはならない｣
(Exodus 20 : 14) と「隣人の妻, しもべ, はしため, 馬, ろば, また全ての
隣人のものをむさぼってはならない｣ (Exodus 20 : 17) という戒めに背いて
いることに気づかざるをえない。十戒の中でも特に最後のむさぼりは, 罪悪
の根本的な動機となり, 神の定めた秩序を破壊しようとするものであり, 神
をないがしろにして, 自分を神としてしまうことである。ジュードがスーに
対する純粋な気持ちから同棲したとしても, 結婚制度がある以上, 彼は十戒
に背いたことになるのだ。
スーは, 思想的にも感情的にも恐れを知らない女性であったが, 小さな時
の翁 (Little Father Time) が自身の子供たちを道づれにし首つり自殺をとげ,
流産にも見舞われ, 反省的な言葉を発する｡6 ｢私たち, あなたも私も, 今ま
でたどってきたことを振り返ってみると, 利己的で軽率で神に不敬をさえ働
いてきたのではないかと思ったの｣,「私たちは, 義務というものの祭壇に,
たえず我が身を犠牲にささげていなければなりません。だのに私はいつも自
分の快楽を求めてきた。あんな懲罰を受けるだけのことはあったのよ｣
(333) というスーの言葉は, スーが彼女自身の行いが神の裁きを受けて当然
だと考えるに至ったことを示している｡「スー, きみは法律以外の点では,
正真正銘ぼくの妻なんだよ｣ (335) と言うジュードに対し,「あなたの妻で
はないと思います｣,「私はリチャード (Richard) (＝Phillotson) のものだか
ら｣ (335) と言うスーは, 神の前に恐怖を感じ, フィロットソンのもとへ戻
る。ジュードは再びアラベラに捕まり, 致命的病気になる。ハーディーは,
ジュードが大学祝祭の歓声をよそに, スーのことを思い死んでいく様を描き
出すことにより, ジュードの悲劇的結末を示している。注目に値することは,
ジュードが死ぬ前に,「私の生まれた日は滅びうせよ｡『男の子が胎にやどっ
た』と言った夜もそのようになれ」( Job 3 : 3) と言うことである。これは,
ヨブが牛, ろば, らくだ, しもべたち, 息子, 娘を奪われ, 足の裏から頭ま
でいやな腫物で悩まされているときに, 自分の生まれた日をのろって発する
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言葉であるが, 読者は, ジュードの運命がヨブの運命と異なっていることに
気づかざるを得ない。なぜならば, 神は最後にヨブの繁栄をもとに戻し, 財
産を二倍にしヨブに報いる一方, ジュードは生まれ出た日をのろったまま死
ぬからである。ジュードの悲劇的結末は, スーが結婚制度にまつわる幻影を
無価値と決めつけ, 新しい女でい続ければ軽減されるものであった。しかし
ながら, スーが自身を襲う悲劇的できごとのため, 神の前に恐れを抱き考え
方を変えることから, ジュードもその影響を受け, 悲劇的結末を迎える。い
わば, Jude the Obscure は, 新しい女スーに翻弄さえた男ジュードが, 新し
い女が新しい女のままでい続けることができなかったがゆえに寂しく死んで
いく物語なのだ。
結 び
以上, Jude the Obscure におけるジュードがスーに翻弄される原因とスー
の結婚に関する考えがいかに変化し, その影響がいかにジュードに及ぶかに
ついて考えてきたが, ハーディーは, ジュードの悲劇を通して, 社会的問題
に影響されずに生きていこうとする人間が, 社会的問題の影響を強く受け,
乗り越えられない姿を描き出している。ジュードは, 人生初期においてクラ
イストミンスターにあこがれ大学に入ろうとするが, 階級の壁と教育的機会
が少ないことに阻まれ大学に入ることができない。パトリシア・インガム
(Patricia Ingham) は, アラベラとスーを肉欲と精神という対照的な概念で考
えているが (Ingham xii), 二人の女性が異なるタイプの女性であり, ジュー
ドがアラベラと異なる魅力をスーに感じたと考えられる一方で, ジュードが
スーに向かう動因として, 大学に入れず夢を失ったということが考えられる。
すなわち, ジュードは大学に入ることに代わりにスーの純粋な愛情に救いを
見出そうとしたと考えられるのだ。スーは, 最初結婚制度にまつわる幻影を
無価値と決めつける「新しい女」であり, いかなる外的な拘束からも独立し
て自由に生きようとするが, 小さな時の翁と自身の子供たちの死により, 神
による懲罰を感じるがゆえに, ジュードの元を離れ, フィロットソンの元へ
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戻る｡7 ジュードの悲劇は, いわば「新しい女」であるスーが「新しい女」
であり続けることが困難となり結婚制度に阻まれるがゆえの悲劇と言えるの
だ。ハーディーは Jude the Obscure において「新しい女」スーに翻弄される
ジュードを描き出すことにより, 結婚制度に翻弄される人間の姿を描き出す
だけでなく, 結婚制度と神の秩序を関連づけることにより, 社会と運命に翻
弄される無力な人間の姿を描き出している, と言っていいだろう。
注
1. “New Woman” という言葉は, フェミニストの小説家サラ・グランド (Sarah
Grand, 18541943) によって, 1894年に造られた。この言葉は, 女性の自立に
ついての新しい考え方の多くを具体化した女性について言及するのに用いられ
た。“New Woman” のイメージは, 第一次世界大戦まで文学における登場人物
において, また社会的カテゴリーとして非常に人気があったが, そのイメージ
に同調した女性は少なかった。そしてしばしばこの言葉は, 反フェミニストに
よって非難する言葉として用いられた。典型的な “New Woman” は, 中産階
級の女性で, 生活費のため働き, しばしば新しく女性のために開かれた仕事を
している女性である。“New Woman” は性的自由を主張し, 結婚を監禁状態に
追いやるものとして避け, 公然とタバコを吸い, 酒を飲み, 服の改良を主張し,
男性の服を着さえした。反フェミニストの批評家にとって, こういった人物は,
歯に衣を着せぬ話し方, 女性らしくない態度, 自立への絶えることのない要求
において束縛から解放された状態にあったが, 反感を催させるものを示した。
フェミニストたちにとってはこういう人物は, 彼らが必死で求めた自由を象徴
した。リアリズムや自然主義に影響され, 作家たちは, 女性たちの人生におけ
る様々な矛盾や変化を作品に取り入れ, しばしば, 自立, 性, 愛が衝突して困
難な状態にあることを強調した。ローラ・ステンペル・マンフォード (Laura
Stempel Mumford) は, Jude the Obscure のスー・ブライドヘッドを典型的な例
だと考えている。マンフォードは, スーの自主性の主張, 社会的因習の無視,
ジュードとの結婚の拒否が, “New Woman” の自立への願望を反映している,
と述べている (Mumford 53940)。
2. ジュードの人生には少しハーディー自身の人生を思わせるところがある。16歳
のとき, ハーディーはドーチェスター (Dorchester) の建築家ジョン・ヒック
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ス ( John Hicks) の実務研修生となった。ハーディーは, 地元の聖職者ヘンリ
ー・モール (Henry Moule) の息子であるホレス・モール (Horace Moule) と
の友情から刺激を受け, 知的発展をとげた。モールは, ハーディーにラテン語
とギリシア語を勉強し始めることを勧めた (McGrath 648)。
3. 読み書きができ教養のある聖職者は, 大学教育を受けていなくてもよかった。
しかし, 叙任に際しては, 試験をする主教に彼らがある程度の神学的知識を持
っていて, ギリシア語とラテン語の運用能力を持っていることを納得させなけ
ればならなかった (Lee 171)。リーは, ダラムの教区における聖職受任候補者
の教育的背景を次の表で示している。
また, 次の表は, 社会的背景ごとに見た1810年から1920年までのダラムの教
区での聖職受任候補者の割合である。
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Educational Background of Ordinands in the Durham Diocese 18101920,
Analysed in Three 20Year Blocs and Expressed as a Percentage of the Total
Number of Ordinands
Oxbridge Durham Other
Universities
Theological
Colleges
‘Literate’
18101830 75.0 ― 3.6 3.6 17.8
18551875 30.2 39.3 6.9 21.1 2.4
19001920 31.8 41.9 8.3 17.6 0.4
Social
background based
on father’s
occupation
％ of
ordinands in this
social group,
18101830
％ of
ordinands in this
social group,
18551875
％ of
ordinands in this
social group,
19001920
Clergy 44.9 22.4 23.0
Aristocratic or gentry 21.8 12.7 5.9
Upper middle class
and professional 10.3 26.5 18.3
Lower middle class
and ‘white collar’ 14.1 13.3 23.0
Skilled working class 7.7 22.7 26.4
Unskilled Working
class 1.2 2.6 3.4
*Source : Durham University, Palace Green Library : Ordination Papers.
─ ─
労働者階級の聖職受任候補者は, 平均でエリートの同僚よりも５年半長く牧
師補でいなければならなかった。本質的に候補者の階級が高ければ高いほど,
早く牧師に叙任される傾向があった (Lee 176)。
4. イスカリオテのユダについて簡単に説明しておきたい。イスカリオテのユダは,
イエスの12弟子の一人で, イスカリオテのシモンの子である。彼は, 12人中
ただ一人の南ユダの出身者であった。また彼は, イエスの弟子団の会計をして
いた。イスカリオテのユダは, イエスを裏切り, 銀貨30枚で彼を祭司長側に
引き渡した。マタイによる福音書第27章第１－５節は, ユダがイエスが罪に
定められたのを見て後悔し, 銀貨を神殿に投げ込んで, 首をつって死んだと伝
えている（『聖書事典』632)。
5. ヨブ記第11章は, ツォフォルが神の知恵の偉大さを説いて, ヨブに罪があった
ことを認めさせようとする箇所である。著者による導入部（第１節）の後, ツ
ォフォルはヨブの饒舌とその愚かしさを示し (第２－６節), 神の偉大さを説
き (第７－12節), 幸いを取り戻すための勧告と励ましを与えようとする (第
13－20節)。エリフォズは, 自分の経験に基づいて因果応報を説き, ビルダド
は, 伝統に基づいて神の正義を弁護しようとしたのに対し, ツォフォルは知恵
を説いてヨブに非を認めさせようとする。ツォフォルは, ヨブが幸いを取り戻
すよう勧めるが, このツォフォルの語り口が最も激しいと言える（旧約聖書注
解Ⅱ 42)。
6. 小さな時の翁の企てにマルサスの人口理論を読み取る読者がいるかもしれない。
アーロン・マッツ (Aaron Matz) は, 子供殺しを思い切った人口抑制の手段と
考える一方で, マルサスの人口理論を読み取るだけでは不十分であり, 時の翁
の行いの異常性を説明していないと考えている (Matz 531)。
7. 結婚は, 文化的規範であるだけでなく, 女性にとって経済的に必要な事柄であ
った。1871年から1951年まで少なくとも大人の女性の60％は結婚するかかつ
て結婚していた。1857年まで別居は, 一般に教会法のもとで認められた。妻
による不倫は, 離婚の唯一の理由であった。夫は, ７歳以上の子供（1839年
の幼児保護法の前は全ての子供）に関する後見人の権利と妻が結婚に際して持
ってきた財産に関する権利を持っていた。夫は, 無理に妻を家に引き止めてお
くこともできた。19世紀初期において, よくあった「妻売り」“wife sale” は,
いまだに第２の結婚を合法化する手段であった。もちろん, 救貧法が貧民が増
えるかもしれないので, 夫の遺棄に難色を示すこともあった。1857年に主要
な法的変化があった。1857年になって結婚訴訟法は, 市民裁判所で最終的で
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決定的な離婚を可能にした。離婚理由は, 不平等であった。夫の不倫は除外さ
れていた。しかし, 肉体的に残酷な仕打ちのための離婚は可能であった。1870
年と1882年における既婚女性財産法は, 別居した妻がかせぎや財産を支配で
きるようにした。1878年からひどい暴力を受けた妻は, 別居手当と別居を申
し出ることができた (D’Cruze 26768)。Jude the Obscure では, 妻による不倫
が問われるべき問題であるが, フィロットソンが法的にスーを訴えないがゆえ
に, スーは法的に解放された存在である。この作品の特徴は, 彼女の内的葛藤
が見られる点にある。
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:
The New Woman and the Man Who is at Her Mercy
The term “New Woman”, coined in 1894 by feminist novelist Sarah Grant
(18541943), described a social and literary type that emerged in the 1880s. It
referred to a woman who embodied many of the new ideas about female inde-
pendence, but, while often equated with feminism, it defined a style of living
rather than a political perspective. The typical New Woman was middle class but
worked for a living, often at a job newly opened to women. She insisted on sex-
ual freedom and eschewed marriage as imprisoning, engaged in physical exer-
cise, smoked and drank openly, advocated dress reform, and even men’s clothes.
To antifeminist critics this figure epitomized the horrors of emancipation in her
forthright speech, unladylike behavior, and constant demands for independence;
for feminists she often emblematized the freedom for which they were strug-
gling, although some were alarmed at the emphasis on sexuality and her appar-
ent promiscuity.
Influenced by realism and naturalism, the novelists incorporated into their
works the contradictions and changes in women’s lives, often emphasizing the
apparently conflicting pressures of independence, sexuality, and love. Hardy’s
portrait of Sue Bridehead in Jude the Obscure (1895) typifies serious treatment
in many ways. Sue’s insistence on autonomy, her disregard for social conven-
tions, and her refusal to marry Jude reflect the New Woman’s quest for inde-
pendence, while her sexual coldness suggests the neurotic component many
writers saw as central.
Jude the Obscure tells how the intellectual aspirations of Jude Fawley, a
South Wessex villager, are thwarted by a sensuous temperament, lack of charac-
ter, and the play of circumstances. Early in life, while he is supporting his pas-
sion for learning by work as a stonemason, he is entangled in a love-affair with
Arabella Donn, and entrapped into marrying her. She presently deserts him and
─ ─
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he resumes his studies, and aims at becoming a priest. But he falls in love with
his cousin, Sue Bridehead, a vivacious intelligent young school-teacher. She
marries an elderly school-master, Phillotson. Though Jude tries to suppress his
passion for Sue, he hovers about her, and presently Sue, driven by physical re-
pulsion, leaves Phillotson and flies to Jude, and their guilty connection debars
Jude from hope of the priesthood. Though they become free to marry as result
of divorce from their respective spouses, Sue shrinks from this step. Their chil-
dren perish by a tragic fate, and Sue in an agony of remorse and self-abasement
returns to Phillotson. The cause of the tragedy of Jude is that Sue, the new
woman, cannot continue being a new woman and returns to Phillotson because
she feels the punishment of God. Hardy represents that a poor and working-
class man is tossed about by marriage and dies in isolation by showing the trag-
edy of Jude.
